
40

（ 3 ）（ 2）の実験の結果得られたデータを用いて，小さな集団と大きな集団につい

て，各回におけるそれぞれの色の出現頻度の平均値を棒グラフに示した。この実験の

結果として最も適切な図をⓐ～ⓖから 1つ選びなさい。解答番号は 28 。

ⓐ 0．8
0．7
0．6
0．5
0．4
0．3
0．2
0．1
0

白 白黒 黒

小さな集団 大きな集団

ⓑ 0．8
0．7
0．6
0．5
0．4
0．3
0．2
0．1
0

白 白黒 黒

小さな集団 大きな集団

ⓒ 0．8
0．7
0．6
0．5
0．4
0．3
0．2
0．1
0

白 白黒 黒

小さな集団 大きな集団

ⓓ 0．8
0．7
0．6
0．5
0．4
0．3
0．2
0．1
0

白 白黒 黒

小さな集団 大きな集団

ⓔ 0．8
0．7
0．6
0．5
0．4
0．3
0．2
0．1
0

白 白黒 黒

小さな集団 大きな集団

ⓕ 0．8
0．7
0．6
0．5
0．4
0．3
0．2
0．1
0

白 白黒 黒

小さな集団 大きな集団

ⓖ 0．8
0．7
0．6
0．5
0．4
0．3
0．2
0．1
0

白 白黒 黒

小さな集団 大きな集団
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（ 4 ）生物の進化と遺伝について，正しくない内容をⓐ～ⓕから 2つ選びなさい。解

答番号は 29 。

ⓐ　ＤＮＡの塩基配列やタンパク質のアミノ酸配列は自然選択により変化するが，偶

然により変化することはない。

ⓑ　集団がもつ遺伝的変異のうち生存や生殖に不利なものが減少し，有利なものが集

団中に広まる。この現象は大きな集団でみられ，小さな集団ではみられない。

ⓒ　自然選択上の有利さ不利さがない対立遺伝子は，自然選択の影響を受けない。し

かし，世代を経る過程で偶然により遺伝子頻度が変わることがある。

ⓓ　自然選択上の有利さ不利さがない遺伝子では，時間を経て集団中の対立遺伝子が

消失することも，特定の対立遺伝子だけに占められることもある。いずれの場合も

それまでの時間は，小さな集団の方が大きな集団よりも早い。

ⓔ　小さな集団ほど偶然により遺伝子頻度が変化する可能性が高い。環境に適応した

形質を支配する遺伝子が消失する場合もある。

ⓕ　自然選択上の有利さ不利さがない対立遺伝子は，偶然によって集団内の遺伝子頻

度が変わることがある。小さな集団では，大きな集団に比べてどちらかの遺伝子頻

度が高くなることがある。
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Ⅲ 海洋島における生物について，最も適切な記述をⓐ～ⓔから 1 つ選びなさい。解答

番号は 30 。

ⓐ　海洋島に分布する種と大陸に分布するその近縁種は，長期間地理的に隔離されて

いる。そのため，大陸から島に近縁種が侵入したとしても，両者の間で交配が起こ

ることはない。

ⓑ　植物は動物に比べて移動能力が劣るため，大陸から遠く離れた海洋島に自然に侵

入することはできない。そのため，植物の海洋島への侵入は，人為的な方法に限ら

れる。たとえば，種子などが衣類や荷物に付着する，栽培植物として意図的に持ち

込まれるなどである。

ⓒ　小笠原諸島のみに分布する種を絶滅から救い存続させるためには，小笠原諸島と

環境が似る他の島の野外に移住させることも必要である。

ⓓ　人為的に本来の生息地から別の場所に移されて定着した生物は，移入先に元々生

息する生物を捕食したり，生息場所を奪うことがある。また，非生物的環境に影響

を与え，元々いた生物の生息を困難にすることがある。

ⓔ　小笠原諸島はその誕生から5200万年が経っており，現在ではある生物が一方的に

増えすぎないように調整されているため，バランスの取れた生態系が形成されてい

る。そのため，現在では生物の侵入があったとしても定着することはない。

生物解答

80 生物基礎・生物


